
短
歌
形
式
歌
は
、
万
葉
集
で
は
、
最
初
、
反
歌
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い

論
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
長
歌
か
ら
離
脱
し
て
、
即
ち
官
僚
及
び
そ
の
周

試
辺
集
団
が
宮
廷
儀
式
圏
を
離
れ
た
所
で
作
っ
た
個
人
的
杼
情
歌
が
短
歌
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
巻
三
以
降
の
地
方
官
達
の
歌
、
巻
七
・
十
・
十

歌
一
・
十
二
の
大
和
・
奈
良
の
交
に
お
け
る
壮
麗
、
幽
艶
な
世
界
、
そ
し
て
東
歌

も
例
外
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

東
枕
詞
が
詞
章
の
イ
ン
デ
キ
ス
、
土
地
の
霊
の
寓
る
部
分
で
あ
る
と
は
折
口
博

士
に
、
神
託
、
歌
謡
に
冠
し
巫
祝
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
と
は
土
橋
寛
氏
に
よ

る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
本
来
性
か
ら
云
え
ば
、
東
国
呪
農
予
祝
民
謡
と
云
わ
れ

る
東
歌
の
枕
詞
も
、
一
首
の
ま
こ
と
に
重
大
な
部
分
を
荷
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
云
わ
ば
東
歌
に
お
け
る
枕
詞
と
い
う
も
の
は
東
歌
の
生
命
で
あ
り
、
そ

れ
を
粗
略
に
し
て
は
、
東
歌
の
特
性
が
薄
れ
て
し
ま
う
程
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
状
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
此
処
で
は
枕
詞
を
中
心
に
東
歌

の
万
葉
集
内
に
お
け
る
位
置
を
み
て
行
き
た
い
。
比
較
的
東
歌
の
特
性
と
は
縁

３
の
薄
い
枕
詞
の
例
を
上
げ
て
み
る
と
、
先
ず
次
の
よ
う
な
も
の
が
浮
か
ぶ
。

４

ウ
チ
ヒ
サ
ス

東

歌

試

論

３
里
ａ
ｌ
都
し
み
み
に
大
伴
坂
郎
女

４
二
一
Ｉ
宮
に
行
く
児
を
大
伴
宿
奈
麻
呂

５
全
Ｔ
宮
へ
登
る
と
山
上
憶
良

７
三
色
ｌ
宮
道
を
行
く
に
人
麿
歌
集

ｕ
一
三
全
ｌ
宮
道
に
相
ひ
し
古
歌
集

ｕ
三
一
三
ｌ
宮
道
を
人
は
人
麿
歌
集

皿
言
昊
ｌ
宮
に
は
あ
れ
ど

昭
一
三
歳
ｌ
大
宮
つ
か
へ

咽
一
三
両
ｌ
宮
の
舎
人
も

昭
二
芸
打
久
津
三
宅
の
原
ゆ

Ｍ
言
毫
ｌ
宮
の
我
背
は

Ｍ
壹
呈
宇
知
比
佐
都
宮
の
瀬
河
の

舶
毫
空
ｌ
宮
を
み
な

こ
う
し
て
み
る
と
「
ウ
チ
ヒ
サ
ス
」
は
、
古
い
と
云
わ
れ
る
巻
十
三
、
古
歌

集
、
人
麿
歌
集
に
集
め
ら
れ
た
歌
の
頃
か
ら
、
巻
七
、
十
一
、
十
二
の
作
者
不

明
歌
群
を
経
過
し
、
奈
良
朝
へ
か
け
て
の
類
句
、
類
歌
群
の
中
を
流
れ
て
憶

良
、
竹
取
翁
の
歌
の
天
平
頃
ま
で
、
文
字
通
り
枕
詞
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
お
そ
ら
く
「
内
日
指
」
な
ど
の
、
宮
廷
の
屋
内
が
輝
く
ほ
ど
の
勢
威
を

渡

辺

和

雄



示
し
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
呪
農
予
祝
を
本
来
と
す
る
と
い
う
東
歌
に
は
一
応
、

“
関
係
の
薄
い
枕
詞
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東
歌
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
、
右
に
の
べ
た
巻
三
以
降
の
短
歌
の
独
立
、
作
者
不
明
歌
群
と

の
関
係
が
推
測
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は

コ
マ
ニ
シ
キ

別
言
空
ｌ
ひ
も
と
き
か
へ
し

ｕ
三
妻
ｌ
ひ
も
の
か
た
へ
ぞ

ｕ
茜
呈
ｌ
ひ
も
と
き
あ
け
し

、
一
西
昊
ｌ
ひ
も
と
き
あ
け
て

岨
元
茎
ｌ
ひ
も
の
む
す
び
も

論
型
一
三
垂
ｌ
ひ
も
と
き
さ
け
て

試
哩
一
冤
Ｔ
ひ
も
に
ぬ
ひ
つ
け

に
も
み
ら
れ
よ
う
。
「
コ
マ
ニ
シ
キ
」
は
み
る
よ
う
に
「
ひ
も
」
に
か
か
る
が
、

歌
「
ひ
も
」
に
対
し
て
な
り
、
或
は
歌
一
首
に
対
し
て
、
果
し
て
「
コ
マ
ニ
シ

キ
」
は
生
命
標
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
矢
張
り
都
人
間
に
生
ま
れ
、
巻
十
、

東
十
一
、
十
二
と
大
和
奈
良
の
作
者
不
明
、
類
句
（
歌
）
群
を
流
動
し
、
巻
十
六

の
竹
取
翁
の
歌
、
天
平
頃
に
到
っ
て
い
る
。
「
コ
マ
ニ
シ
キ
」
も
大
和
ｌ
奈
良

朝
の
慣
用
で
あ
り
、
東
歌
の
そ
れ
も
、
そ
う
し
た
中
の
一
環
と
し
て
存
在
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
こ
と
を
、
同
じ
く
東
国
民
謡
に
は
縁
の
薄
い
と
思
わ
れ
る
「
カ

ラ
コ
ロ
モ
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み
る
と

カ
ラ
コ
ロ
モ

６
圭
一
Ｔ
き
な
ら
の
里
の

帥
三
窓
ｌ
龍
田
の
山

、三〈兎ｌすそ

、
一
美
一
Ｔ
君
に
う
ち
著
せ

岨
三
犬
Ｉ
恋
（
辛
）
衣
き
な
ら
の
山

Ｍ
言
全
ｌ
す
そ

Ｍ一茜犬ｌすそ（或本）

別
圏
巴
Ｉ
す
そ

と
の
よ
う
に
現
わ
れ
、
最
初
の
は
神
亀
五
年
「
金
村
之
歌
中
」
に
出
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
カ
ラ
コ
ロ
モ
」
は
都
人
か
ら
序
詞
的
に
発
生

し
て
、
次
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
ｕ
三
杢
、
（
岨
言
公
）
、
６
窒
一
か
ら
み
て
「
着
」
に
か
か
る
の
が
最
初
で
は

な
か
っ
た
か
。

②
加
三
茜
は
衣
を
裁
つ
か
ら
。

③
ｕ
昊
兎
の
「
ス
ソ
」
も
大
体
同
じ
頃
か
ら
の
序
的
発
想
を
基
に
し
て
派
生
。

④
Ｍ
一
茜
全
（
或
本
も
）
、
鋤
圏
三
（
こ
れ
は
防
人
歌
）
共
に
「
ス
ソ
」
に
か
か

る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
初
の
被
枕
「
着
」
に
、
作
者
不
明
、
類
句
（
歌
）

群
、
巻
十
一
を
媒
介
に
し
て
東
歌
、
防
人
歌
に
顔
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
少
く
と
も
「
ス
ソ
」
の
成
立
に
は
巻
十
一
、
十
四
、
二
十
内
部
に
な

ん
ら
か
の
共
通
面
、
関
係
す
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

次
に
東
歌
の
枕
詞
を
次
の
要
領
で
上
げ
る
。

１
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
（
外
に
関
係
が
あ
れ
ば
巻
十
三
、
十
五
も
）
に
出

て
来
る
も
の
。

２
被
枕
の
不
安
定
な
も
の
（
大
体
の
主
流
が
あ
れ
ば
右
の
に
も
入
れ
て
あ
る
）
。

３
東
歌
に
一
例
だ
け
の
も
の
。

枕
詞
の
当
否
に
つ
い
て
は
此
処
で
は
評
論
を
避
け
る
。

１

枕
詞
先
行
の
巻

ア
シ
ヒ
キ
ノ
（
山
）
７
Ⅷ
、
胆
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1３ ９フ営

兎６１ ＝ ぜ ～

国 へ 七 ノ ェ
人 室へ へ

夢 、 - ／ ／ - 、 末
１ 宝 、 - ／ｰ

二 二 一 １０四

ヘ ノ 、

命 菟
曹

へ

春
嘗

シ
ホ
ブ
ネ
ノ
（
置
か
れ
、
な
ら
べ
）

シ
ロ
タ
ヘ
ノ
（
衣
）
２
一
三
一
（
天
ひ
れ
）
２
一
三
（
衣
）
３
一
三
（
藤
）
岨
三
全

（袖）

ツ
ル
ギ
タ
チ
（
身
に
副
ふ
）
２
-
茜
（
身
に
副
ふ
）
４
室
一
〈
（
名
の
惜
し
）
旧
二

元
（
斎
祭
神
）

ナ
ッ
ソ
ビ
ク
（
ウ
ナ
）
７
二
笑
（
海
）
昭
二
臺
（
命
）

ニ
ホ
ド
リ
ノ
後
出

ハ
ダ
ス
ス
キ
（
穂
、
宇
良
）
３
二
七
（
久
米
）
蛆
二
二
（
穂
）

ミ
ズ
ド
リ
ノ
（
立
た
）
８
三
豐
（
青
羽
）
Ⅳ
三
三
（
浮
宿
）

ヤ
マ
ス
ゲ
ノ
後
出

３ア
サ
ガ
リ
ノ
（
君
）
ア
ヲ
グ
モ
ノ
（
出
で
）

オ
フ
シ
モ
ト
（
本
山
）
カ
ゼ
ノ
ト
ノ
（
遠
き
）

コ
グ
フ
ネ
ノ
（
忘
れ
）
サ
ゴ
ロ
モ
ノ
（
小
筑
波
）

シ
ラ
ク
モ
ノ
（
絶
え
）
シ
ラ
ト
ホ
フ
（
小
新
田
山
）

ス
ズ
ガ
ネ
ノ
（
早
馬
）
タ
キ
ギ
コ
ル
（
鎌
倉
山
）

ナ
ミ
ノ
ホ
ノ
（
い
た
ぷ
ら
し
）
ニ
ハ
ニ
タ
ッ
（
麻
テ
）

ハ
マ
ス
ド
リ
（
足
悩
む
）
マ
カ
ネ
フ
リ
（
丹
生
）

マ
ョ
ビ
キ
ノ
（
横
）
ム
ロ
ガ
ャ
ノ
（
都
略
）

ヤ
マ
ド
リ
ノ
（
尾
）
ヤ
サ
カ
ド
リ
（
息
づ
く
）

以
上
の
よ
う
な
一
覧
で
も
分
る
よ
う
に
、
東
歌
の
枕
詞
に
は
、
巻
七
、
十
、

十
一
、
十
二
の
作
者
不
明
歌
群
と
大
変
関
係
が
深
い
も
の
が
多
い
。
一
例
だ
け

の
も
の
は
厳
密
に
は
枕
詞
と
云
え
る
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
独

自
な
も
の
と
い
う
点
で
、
東
歌
に
一
番
本
質
的
な
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ

ろう。



そ
し
て
こ
の
作
者
不
明
歌
群
と
巻
十
四
の
関
係
と
い
う
こ
と
と
、
東
歌
に
一

６４
例
だ
け
の
独
自
性
と
い
う
こ
と
の
関
係
は
実
は
、
作
者
不
明
歌
群
と
東
歌
の
関

係
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
が
被
枕
の
不
安
定
な

も
の
の
項
に
上
げ
た
各
種
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
内
容
で
あ
る
。
即
ち
①
は
明
瞭

で
あ
り
、
③
も
明
瞭
で
あ
る
、
そ
の
中
間
に
②
が
存
在
し
て
い
る
。
②
は
次
の

よ
う
な
様
相
を
持
つ
。

ニ
ホ
ド
リ
ノ

５
菟
四
’
二
人

型
一
男
一
Ｔ
足
濡
れ
来
し
を

論皿諒鯛川州幸噛州こしを

試
鴫
昊
二
ｌ
な
づ
さ
ひ
ゆ
け
ば

肥
堅
実
ｌ
二
人

歌
別
圏
芙
ｌ
お
き
な
が
か
は
は

こ
れ
な
ど
は
反
則
的
で
一
定
の
被
枕
が
成
立
し
て
い
な
い
。
「
か
づ
（
し
か
）
」

東
に
か
か
る
の
は
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
右
例
の
序
的
な
用
法
か
ら
み
て
東
歌
に

も
一
つ
成
立
し
て
来
る
可
能
性
は
あ
っ
た
訳
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
一
例
だ
け
の

枕
詞
は
五
音
の
序
詞
的
様
相
が
強
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
「
ニ
ホ
ド
リ
ノ
」
が

東
歌
の
あ
る
民
謡
に
特
定
の
生
命
標
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
推
測
出
来

る
。
実
際
「
ニ
ホ
ド
リ
か
づ
く
」
と
言
う
云
い
方
は
都
人
の
間
に
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
大
伴
坂
上
郎
女
は
４
竺
宝
「
ｌ
か
づ
く
池
水
」
と
よ
ん
で
い
る
。

東
歌
で
は
「
ウ
」
（
ウ
ナ
）
に
か
か
る
「
ナ
ッ
ソ
ビ
ク
」
が
巻
十
三
で
は

「
ィ
」
（
命
）
に
か
か
っ
て
い
る
。
云
わ
れ
る
よ
う
に
巻
十
三
が
早
期
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
元
友
「
イ
」
に
か
か
る
も
の
が
、
巻
七
で
「
ウ
」
（
ウ
ナ
）
に
か
か

る
よ
う
に
移
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
イ
」
（
糸
）
か
ら
「
ウ
」
（
績
む
）

へ
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
東
歌
の
「
海
上
」
の
「
ウ
」
（
ウ
ナ
）
へ
の

移
行
は
巻
七
と
の
関
係
を
除
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
だ
ろ
う
。

「
ア
ラ
タ
マ
ノ
」
と
い
う
枕
詞
は
非
常
に
多
い
。
巻
加
舌
免
（
年
）
、
・
三
三

（
月
）
、
巻
ｕ
茜
己
（
年
）
、
巻
岨
元
二
（
年
）
と
い
う
風
で
あ
る
。
巻
５
犬
一
の

憶
良
の
歌
に
「
ｌ
吉
倍
由
久
等
志
乃
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
年
」
に

か
か
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
巻
Ⅱ
一
三
三
で
は
上
の
二
字
に
か
か
り
「
ｌ
寸
戸

我
竹
垣
」
と
あ
る
。
こ
う
み
て
く
れ
ば
東
歌
皿
三
三
「
ｌ
伎
倍
」
は
巻
十
一
と

の
関
連
に
於
て
考
え
る
の
が
妥
当
に
な
っ
て
く
る
だ
う
。

こ
う
し
た
不
安
定
な
枕
・
被
枕
の
存
在
は
ま
た
歌
の
創
造
的
情
熱
の
有
り
様

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
例
だ
け
の
枕
詞
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
文
学
的

創
造
性
の
中
で
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ク
モ
リ
ョ
ノ
」
は
巻
翅
一
二

桑
で
は
「
’
た
ど
き
も
知
ら
ぬ
」
、
週
三
両
で
は
「
ｌ
迷
へ
る
」
と
使
っ
て
あ

っ
て
、
東
歌
に
は
一
例
「
下
延
へ
」
に
冠
し
て
い
る
。
実
景
・
序
的
用
法
か
ら

ど
ん
ど
ん
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ヤ
マ
ス
ゲ
ノ
」
も
東
歌
で
は
「
背
向
」

に
か
か
る
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
４
奎
酋
「
ｌ
実
」
、
Ⅱ
茜
茜
「
ｌ
乱
れ
」

岨
言
至
「
Ｉ
や
ま
ず
て
」
皿
二
言
「
Ｉ
思
乱
れ
て
」
な
ど
あ
っ
て
、
文
学
創
造

上
の
激
し
い
意
欲
、
情
熱
を
示
し
、
も
っ
と
云
え
ば
例
の
作
者
不
明
歌
群
か
ら

の
関
連
が
東
歌
の
中
に
顔
を
出
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
シ
ラ
ク

モ
ノ
」
（
絶
え
）
も
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
壹
三
「
夕
さ
れ
ば
み
山
を
去
ら
ぬ

布
雲
の
何
か
絶
え
む
と
」
、
臺
室
「
或
本
歌
日
白
雲
の
絶
え
つ
つ
も
」
な
ど

と
あ
る
序
的
な
使
用
か
ら
み
れ
ば
、
唯
、
音
数
が
五
音
に
整
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
と
も
み
ら
れ
よ
う
。
そ
の
他
「
ア
マ
ノ
ハ
ラ
富
士
」
「
オ
ク
ヤ
マ
ノ

真
木
」
な
ど
取
り
上
げ
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
東
歌
の
枕
詞
を
主
と
し
て
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
な
ど
巻
十
三

以
前
の
作
者
不
明
歌
群
と
の
関
係
に
お
い
て
み
て
来
た
が
、
「
タ
ク
ブ
ス
マ
」



は
巻
妬
壹
今
に
「
ｌ
新
羅
」
と
出
て
来
る
。
天
平
八
年
六
月
「
遣
新
羅
使
人

等
」
の
歌
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
次
か
ら
云
え
ば
、
逆
に
東
歌
の
枕

詞
を
遣
新
羅
使
人
が
使
用
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
単
純
に
そ
う
と
ば
か
り
も

云
え
ず
、
こ
れ
も
作
歌
不
明
歌
群
に
含
ま
れ
て
一
般
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
作
者
は
不
明
で
、
集
団
的
環
境
を
持

ち
、
古
歌
を
調
詠
し
、
人
麿
歌
な
ど
も
知
っ
て
い
る
状
態
が
巻
十
、
十
一
、
十

二
の
世
界
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
遣
新
羅
使
人
等
こ
そ
、
巻

七
、
十
、
十
一
、
十
二
の
作
者
達
の
系
譜
で
あ
り
、
そ
の
伝
調
者
に
外
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
奈
良
の
都
で
は
、
深
友
と
し
た
巻
七

論
十
、
十
一
、
十
二
の
風
雅
伝
統
の
下
に
生
活
し
、
宮
廷
儀
式
を
離
脱
し
た
場
所

で
、
よ
り
個
人
的
な
情
緒
を
育
て
た
人
点
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
目
録
に
は

試
「
各
悲
別
贈
答
及
海
路
之
上
働
旅
陳
思
作
歌
井
当
所
謂
詠
古
歌
一
百
四
十
五

首
」
と
あ
っ
て
、
先
の
作
者
不
明
歌
群
の
伝
統
を
船
上
に
移
し
、
特
別
に
孤
立

歌
さ
せ
た
趣
が
あ
る
。
だ
か
ら
遅
れ
て
巻
次
は
十
五
に
な
っ
て
い
る
が
船
内
に
孤

東
立
し
な
け
れ
ば
、
巻
十
、
十
一
、
十
二
の
世
界
と
同
じ
辺
り
に
存
在
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
「
タ
ク
ブ
ス
マ
」
も
作
者
不
明
歌
群
の
近
く
に
存

し
、
そ
の
中
を
流
動
し
て
巻
十
四
に
到
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る。以
上
に
よ
っ
て
先
に
上
げ
た
一
覧
を
総
括
す
る
と
①
万
葉
集
巻
一
以
降
は
勿

論
で
あ
る
が
、
東
歌
に
は
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
な
ど
の
作
者
不
明
歌
群
と

同
じ
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
枕
詞
は
東
歌
に
個
有
の
も
の
で
は
な
く
、
東
歌

の
特
質
に
関
係
が
な
い
。
②
不
安
定
な
被
枕
を
持
つ
枕
詞
は
叙
景
、
序
詞
な
ど

の
技
巧
的
用
法
か
ら
来
て
お
り
、
創
造
的
情
熱
の
奔
流
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

７
ら
の
奔
流
は
広
範
、
壮
麗
な
作
者
不
明
歌
群
の
中
に
渦
巻
き
な
が
ら
東
歌
に
達

４

し
て
い
る
。
東
歌
に
一
例
だ
け
の
枕
詞
が
あ
る
の
は
そ
う
し
た
も
の
の
一
環
で

一一

巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
の
所
謂
、
類
句
歌
性
に
つ
い
て
「
古
典
文
学
大
系

万
葉
集
三
」
の
解
説
に
「
民
中
に
個
が
あ
り
、
個
中
に
民
が
あ
っ
て
相
互
に
浸

透
し
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
巻
女
に
お
け
る
代
表
的
な
作
者
不
明
歌
の

性
格
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
多
分
、
大
和
宮
廷
で
は
反
歌
主
体
で
あ
っ
た
官
人

が
宮
廷
儀
式
を
離
れ
て
、
未
だ
民
謡
伝
統
の
深
女
と
残
る
大
和
・
奈
良
平
野
に

詠
い
上
げ
た
杼
情
。
勿
論
豪
族
、
中
央
官
人
、
地
方
官
、
そ
れ
ら
の
一
族
、
付

属
集
団
。
教
養
、
風
流
に
連
な
る
広
範
な
人
々
の
詩
宴
、
遊
宴
。
そ
う
し
た
中

で
成
立
し
た
一
大
幽
艶
境
が
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
の
世
界
で
は
な
か
っ

たか。
天
茜
足
ひ
き
の
山
の
間
照
ら
す
桜
花
是
春
雨
に
散
り
行
か
む
か
も

穴
奎
打
な
び
く
春
さ
り
く
ら
し
山
際
の
遠
き
木
末
の
咲
行
く
み
れ
ば

穴
棗
き
ぎ
し
な
く
高
円
山
に
桜
花
散
り
て
流
ら
ふ
見
む
人
も
が
も

天
寿
阿
保
山
の
桜
の
花
は
今
日
も
か
も
散
り
ま
が
ふ
ら
む
見
る
人
な
し
に

な
ど
と
い
う
沈
静
さ
れ
た
杼
情
は
、
短
歌
史
上
、
再
び
回
復
の
困
難
な
稀
有
の

杼
情
で
あ
る
。
巻
三
以
後
の
官
人
、
地
方
官
達
の
杼
情
に
み
ら
れ
る
喧
騒
は
な

い
。
儀
式
の
も
つ
馬
鹿
げ
た
壮
大
さ
も
な
い
。
独
り
の
と
い
う
よ
り
は
、
素
朴

な
感
性
が
自
然
に
ぴ
っ
た
り
融
合
し
た
中
に
大
和
・
奈
良
朝
官
人
の
憂
愁
が
潜

あ
る
。
③
一
例
だ
け
の
枕
詞
は
歌
作
の
技
巧
、
序
的
な
面
を
主
に
し
、
決
し
て

東
歌
の
生
命
標
な
ど
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

図
式
的
に
示
す
と
、
巻
一
、
こ
の
宮
廷
儀
礼
歌
圏
を
離
脱
し
た
巻
三
以
降
の

地
方
官
階
級
が
、
自
ら
の
も
の
と
な
っ
た
反
歌
・
短
歌
形
式
歌
に
托
し
た
杼

情
、
そ
の
中
央
的
様
相
が
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
な
ど
の
世
界
、
そ
の
地
方

的
様
相
が
東
歌
の
世
界
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



ん
で
い
る
。
環
境
は
天
竺
「
百
し
き
の
大
宮
人
は
暇
あ
れ
や
梅
を
か
ざ
し
て
此

８４
処
に
集
へ
る
」
と
い
っ
た
状
態
で
、
心
情
は
兎
面
「
恋
つ
つ
も
今
日
は
く
ら
し

つ
霞
立
つ
明
日
の
春
日
を
い
か
に
く
ら
さ
む
」
と
い
う
け
だ
る
い
、
生
産
に
は

責
任
を
な
く
し
か
け
て
い
る
教
養
人
の
杼
情
で
あ
る
。
決
し
て
民
謡
な
ど
で
は

な
い
。
ま
こ
と
に
こ
の
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
は
大
和
・
奈
良
間
の
、
儀
式

を
離
脱
し
て
成
立
し
た
、
宮
廷
周
辺
の
杼
情
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
れ
ら
の
歌
は
容
易
に
官
人
の
個
性
に
連
結
し
、
直
ち
に
作
者
名
と

結
び
つ
く
。
後
の
個
性
的
歌
人
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
壹
奎
・
一
二
三

・
元
呈
の
歌
が
大
伴
百
代
の
室
己
・
美
一
・
至
一
、
一
六
交
・
元
旨
の
歌
が
大
伴

論鶴澤霊謹姥一姪毛羅鯏蕊鍋蕊

試
ぱ
、
い
か
に
、
こ
の
巻
々
の
類
歌
、
類
句
が
数
多
い
か
に
気
付
か
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
下
っ
て
は
福
田
良
輔
氏
の
「
伊
勢
物
語
の
民
謡
性
」
に
み
ら
れ

歌
る
よ
う
に
、
貴
族
の
個
性
的
杼
情
に
結
び
つ
い
て
く
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
先

東
に
も
上
げ
た
巻
十
五
「
遣
新
羅
使
人
等
」
の
歌
に
も
み
ら
れ
よ
う
。
彼
等
は
奈

良
朝
官
人
で
あ
り
、
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
の
世
界
、
そ
の
伝
統
を
背
負
う

も
の
で
あ
っ
た
。
人
麿
歌
を
謂
し
、
古
歌
を
語
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
働
情
陳

思
」
の
歌
を
作
っ
て
い
る
。
此
処
に
は
作
者
名
が
な
い
。
に
も
不
拘
、
作
者
は

は
っ
き
り
個
人
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
風
流
な
官
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
れ
ば
作
者
不
明
歌
群
の
大
海
の
直
ぐ
下
に
は
風
流
官
人

の
個
性
が
何
時
も
隠
れ
て
い
た
。
巻
七
二
妾
の
左
註
「
古
七
首
藤
原
卿
作
」
と

い
う
書
き
方
も
、
こ
の
間
の
様
相
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

言
い
替
え
れ
ば
、
作
者
不
明
歌
群
の
諸
巻
の
歌
は
、
常
に
官
人
に
背
負
わ
れ
、

官
人
は
こ
の
伝
統
と
世
界
の
中
に
息
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

巻
十
二
二
豐
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
「
な
か
な
か
に
君
に
恋
ひ
ず
は
比

良
の
浦
の
海
人
な
ら
ま
し
を
玉
藻
刈
り
つ
つ
」
或
本
歌
日
「
な
か
な
か
に
君
に

恋
ひ
ず
は
留
牛
馬
の
浦
の
海
人
な
ら
ま
し
を
玉
藻
刈
る
刈
る
」
そ
し
て
臺
呈
に

は
次
の
歌
が
あ
る
。
「
お
く
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
田
子
の
浦
の
海
人
な

ら
ま
し
を
玉
藻
刈
る
刈
る
」
こ
れ
ら
に
つ
い
て
沢
潟
博
士
が
「
万
葉
集
巻
友
の

性
質
」
の
中
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
．
つ
の
歌
が
諸
方
に
伝
謂
せ
ら
れ
て
ゐ
る

間
に
そ
の
土
地
土
地
の
名
を
詠
み
込
ま
れ
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
」
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
例
の
遣
新
羅
使
人
の
「
当
所
謂
之
古
歌
」
と
い
う
こ
と

も
想
起
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
目
録
に
よ
る
と
陳
思
作
歌
と
併
せ
て
百
四
十
五

首
の
多
き
に
の
ぼ
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
こ
と
は
ま
た
、

次
の
よ
う
に
云
う
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
大
和
か
ら
奈
良
に
か
け
て
の
作
者

不
明
歌
群
、
そ
の
情
緒
を
背
負
う
宮
廷
周
辺
の
各
種
集
団
、
こ
の
歌
群
に
生
女

と
触
れ
合
い
、
浸
っ
て
い
る
歌
人
・
風
雅
官
人
集
団
、
そ
れ
ら
の
中
の
幾
人
か

が
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
を
身
に
つ
け
て
、
情
緒
を
受
け
つ
い
で
地
方
に
出

る
。
大
和
・
奈
良
を
離
れ
る
。
彼
等
は
任
地
へ
の
途
中
で
、
地
方
の
国
庁
で
、

歌
を
詠
み
、
語
し
、
大
和
・
奈
良
に
似
た
風
雅
・
杼
情
・
作
歌
環
境
を
作
る
。

国
府
附
近
の
作
歌
集
団
を
指
導
し
、
遊
宴
を
開
く
。
東
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
行
動
、
作
業
が
、
そ
れ
ま
で
の
民
謡
の
上
に
重
な
る
。
こ
う
し
た
条
件
が
東

歌
を
形
成
す
る
基
礎
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

大
和
・
奈
良
の
宮
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、
あ
の
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
の

世
界
を
背
負
う
地
方
官
群
、
彼
等
は
地
方
で
何
に
心
を
慰
め
て
い
た
か
。
儀

式
、
酒
宴
、
国
学
の
教
育
、
軍
団
の
育
成
の
中
で
彼
等
が
行
っ
た
こ
と
は
本
来

の
儀
礼
歌
に
関
わ
る
こ
と
は
勿
論
、
彼
等
自
身
が
大
和
・
奈
良
で
享
受
し
た
あ

の
幽
艶
な
杼
情
の
世
界
を
持
ち
込
ん
だ
筈
だ
と
み
る
の
は
さ
ほ
ど
見
当
違
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
ひ
と
り
旅
人
、
家
持
の
み
が
そ
う
し
た
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

小
規
模
に
、
も
っ
と
非
個
性
的
に
短
歌
形
式
の
杼
情
を
運
ん
だ
人
友
は
多
か
つ



た
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
歌
一
茜
蜜
「
間
遠
く
の
．
：
」
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
日

「
遠
く
し
て
…
」
な
ど
の
有
り
様
は
人
麿
歌
集
の
歌
を
知
っ
て
い
る
者
、
或
は

人
麿
歌
集
の
歌
と
同
じ
基
盤
に
あ
る
都
人
が
東
国
に
行
き
、
そ
う
し
た
点
か
ら

現
わ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
と
も
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
言
ざ
・
言
舌

「
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
出
也
」
は
巻
十
五
に
み
た
場
合
に
似
て
、
地
方
官
な
ど

が
都
か
ら
持
っ
て
来
て
歌
宴
な
ど
で
発
表
し
た
も
の
と
も
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
だ
か
ら
巻
七
、
十
、
十
一
、
十
二
に
含
ま
れ
る
官
人
の
杼
情
が
巻
十
四
へ

向
う
系
譜
は
、
右
の
四
巻
の
伝
統
が
巻
十
五
に
向
う
系
譜
に
似
て
お
り
、
ひ
い

て
は
古
今
集
、
伊
勢
物
語
に
も
到
る
こ
と
先
に
一
寸
触
れ
た
所
で
あ
る
。

論二瀦批刎順剛州雌帥唖雌を二茎足柄の箱根飛び超え一三〈なつそ

試
び
く
海
上
が
た
の
な
ど
と
あ
っ
て
、
東
国
に
向
か
っ
て
巻
七
の
世
界
を
運
び
つ

つ
あ
る
の
が
み
ら
れ
る
。
覇
旅
作
と
い
う
分
類
か
ら
は
こ
れ
ら
の
作
者
は
個
性

歌
的
、
具
体
的
作
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
、
二
言
ｌ
二
言
「
芳
野
作
」

と
云
い
、
二
臺
’
三
宛
「
山
背
作
」
と
云
い
、
二
邑
’
二
吉
「
摂
津
作
」
と
云

東
っ
て
い
る
所
か
ら
、
こ
れ
ら
は
民
謡
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
、
官
人
に
よ
る
旅

行
と
い
う
こ
と
も
無
理
な
く
考
え
ら
れ
る
．
彼
等
は
例
の
作
者
不
明
歌
群
の
世

界
を
、
も
っ
と
云
え
ば
、
そ
れ
ら
の
歌
が
成
立
し
た
条
件
を
自
分
自
身
で
あ
る

か
の
よ
う
に
豊
富
に
身
に
つ
け
て
東
国
に
旅
し
、
国
府
を
中
心
に
何
年
か
住
む

の
で
あ
る
。
巻
九
の
歌
は
そ
う
し
た
条
件
に
よ
る
全
国
状
況
の
歌
で
あ
ろ
う
。

虫
麻
呂
の
も
の
と
さ
れ
る
、
東
国
に
お
け
る
短
歌
な
ど
も
そ
の
例
と
し
て
よ
い

だ
ろ
う
し
、
天
昊
「
右
一
首
筑
波
山
作
」
に
含
ま
れ
る
背
景
も
同
様
な
も
の
で

あったろう。

９
巻
十
二
の
蕊
旅
発
思
を
取
っ
て
み
て
も
い
い
。
三
雪
「
み
雪
降
る
越
の
大
山
」

４

を
行
き
す
ぎ
て
巻
十
二
の
世
界
を
運
ぶ
、
多
分
地
方
官
も
あ
っ
た
。
三
茜
「
鶏

が
鳴
く
東
の
坂
を
」
越
え
て
東
国
に
、
三
窒
「
磐
城
山
直
越
え
」
に
越
え
て
都

に
帰
る
歌
人
も
あ
っ
た
。

彼
ら
が
東
国
で
巻
十
二
の
臺
圏
「
旅
の
夜
の
久
し
く
な
れ
ば
さ
に
つ
ら
ふ
ひ

も
と
き
さ
け
ず
こ
ふ
る
こ
の
こ
ろ
」
三
豊
「
吾
妹
子
し
吾
を
偲
ぶ
ら
し
草
枕
旅

の
丸
ね
に
下
紐
と
け
ぬ
」
三
実
「
草
枕
旅
の
衣
の
紐
解
け
て
念
ほ
ゆ
る
か
も
此

年
頃
は
」
三
里
「
草
枕
旅
の
ひ
も
と
く
家
の
妹
し
吾
を
待
ち
か
ね
て
歎
か
ふ
ら

し
も
」
な
ど
と
い
う
、
我
が
身
に
実
感
的
な
感
懐
を
、
国
府
中
心
の
作
歌
集
団

の
中
に
表
示
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
防
人
達
の
妻
は
圏
宍
「
草
枕
旅
行
く
背
な
が

丸
ね
せ
ぱ
い
は
な
る
我
は
ひ
も
と
か
ず
ね
む
」
園
舌
「
草
枕
旅
の
丸
ね
の
ひ
も

た
え
ば
我
が
手
を
つ
け
る
こ
れ
の
は
る
も
し
」
と
詠
む
こ
と
が
出
来
る
訳
で
あ

っ
た
ろ
う
。
枕
詞
も
こ
う
し
て
自
分
達
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

った。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
国
府
中
心
の
歌
の
発
生
の
場
に
お
け
る
地
方
人

は
郡
司
以
下
の
役
人
、
そ
の
妻
女
、
国
学
の
学
生
、
軍
団
、
或
は
豪
族
や
そ
の

子
女
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

巻
三
一
葵
・
一
琴
「
田
口
益
人
大
夫
任
上
野
国
司
至
駿
河
浄
見
崎
作
歌
」
の
よ

う
に
国
司
と
そ
の
一
行
は
例
の
作
者
不
明
歌
群
の
世
界
を
背
負
い
、
古
歌
を
謂

し
、
歌
を
作
り
な
が
ら
国
府
に
や
っ
て
来
る
。
国
府
で
は
巻
四
二
一
「
藤
原
宇
合

大
夫
遷
任
上
京
時
常
陸
娘
子
贈
歌
一
首
」
巻
三
昊
一
「
筑
紫
娘
子
贈
行
旅
歌
一

首
巻
二
十
圏
邑
・
圏
圏
「
上
総
国
朝
集
使
大
橡
大
原
真
人
今
城
向
京
之
時
郡
司

妻
女
等
饒
之
歌
二
首
」
巻
十
三
昊
完
「
右
歌
伝
云
葛
城
王
遣
子
陸
奥
国
之
時
…

…
」
巻
九
一
茎
〈
・
老
君
「
石
川
大
夫
選
任
上
京
時
播
磨
娘
子
贈
歌
二
首
」
二
文

「
藤
井
連
遷
任
上
京
時
娘
子
贈
歌
一
首
」
毛
筧
「
藤
井
連
和
歌
一
首
」
そ
し
て

余
り
身
分
は
高
く
な
か
っ
た
ら
し
い
と
云
わ
れ
る
人
麿
に
も
巻
一
三
両
・
二
三

「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
死
時
妻
依
羅
娘
子
作
歌
二
首
」
が
あ
る
。
送
迎
の
宴
な
ど



に
お
け
る
歌
が
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
作
歌
に
到
る
国
府
近
辺
の
才
能
の
蓄
積

別
が
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
地
方
官
達
の
国
府
に
お
け
る
情

緒
生
活
の
中
心
は
作
歌
、
謂
詠
、
或
は
指
導
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ

うか。一
般
防
人
は
総
人
員
数
の
６
％
し
か
歌
を
進
上
し
て
い
な
い
と
は
岸
俊
男
氏

の
「
防
人
考
」
を
基
礎
に
し
て
の
福
田
良
輔
氏
の
考
察
で
あ
る
（
上
代
に
お
け

る
古
代
日
本
語
の
状
態
）
。
そ
し
て
そ
の
６
％
の
防
人
を
除
い
て
一
般
防
人
は

大
和
地
方
の
中
央
語
を
満
足
に
話
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
。
巻
十
四
東
歌
の
発
生
現
場
は
よ
り
隔
た
っ
た
方
言
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
云

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
５
％
と
し
て
も
、
農
民
百
人
の
中
に
五
人
が

論
中
央
語
を
話
せ
る
と
い
う
比
率
の
意
味
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
に

試
成
立
し
た
東
歌
が
単
な
る
民
謡
で
あ
る
と
は
納
得
出
来
な
い
。
そ
の
短
歌
形
式

性
、
杼
情
が
一
首
単
独
で
完
成
し
得
る
点
、
こ
れ
ら
は
矢
張
り
、
東
歌
の
万
葉

歌
集
全
体
に
お
け
る
系
譜
的
位
置
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
ネ
ロ

ニ
ッ
ク
タ
シ
」
は
一
般
に
東
国
靴
音
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
靴
音
と
い
う

東
の
は
多
分
「
ツ
ク
タ
シ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
東
国
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
常
陸
国
人
と
し
て
は
「
ツ
キ
タ
チ
（
月
立
ち
）
」

と
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
訳
で
あ
ろ
う
。
キ
と
チ
の
音
が
大
和
地
方
の
中
央
語

の
よ
う
に
は
発
音
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
月
立
ち
」
の
点
は
中
央
、

東
国
と
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。
実
は
右
の
よ
う
な
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
分
だ

け
、
東
歌
に
訓
音
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
東
国
独
特
の
音
な

り
、
語
句
な
ど
は
書
か
れ
よ
う
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
東
北
の
農

村
の
言
葉
な
ど
五
十
音
で
は
写
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
み
る
と
東

歌
の
訓
語
を
含
ま
ぬ
も
の
は
勿
論
、
訓
語
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら

は
大
和
・
奈
良
の
言
語
系
譜
、
或
は
短
歌
形
式
歌
の
系
譜
に
連
な
っ
・
て
存
在
し

得
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
万
葉
集
巻
七
、

十
、
十
一
、
十
二
の
世
界
の
、
地
方
官
を
主
に
媒
介
と
し
た
東
国
的
再
生
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
一
般
的
に
は
東
国
に
は
素
朴
な
共
同
体
が
存
在
し
、
そ
れ
独
自
の
民

謡
、
音
声
も
あ
っ
た
。
よ
り
以
上
に
素
朴
で
純
粋
な
感
覚
が
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
所
に
、
反
歌
Ⅱ
対
応
寿
歌
主
体
の
官
人
が
み
こ
と
も
ち
と
し
て
地
方
に
下
り
、

短
歌
形
式
杼
情
を
国
府
に
持
ち
込
ん
だ
訳
で
あ
る
。
此
処
か
ら
東
国
の
感
情
を

も
り
込
ん
だ
短
歌
・
東
歌
が
成
立
し
て
来
た
。

ま
と
め
て
云
え
ば
、
東
国
民
謡
の
上
に
定
形
詩
が
重
な
っ
て
来
た
。
東
国
感

情
に
大
和
・
奈
良
の
文
化
東
進
の
波
が
重
な
っ
た
。
そ
う
し
た
所
に
東
歌
の
性

質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
近
く
大
久
保
正
氏
が
「
万
葉
集
東
歌
の
分

類
に
つ
い
て
」
（
国
語
国
文
研
究
羽
・
調
年
加
月
）
中
西
進
氏
が
「
東
方
の
歌

謡
」
（
文
学
二
月
号
）
を
書
か
れ
、
教
え
ら
れ
る
点
も
多
い
が
紙
数
も
既
に
す

ぎ
た
の
で
、
こ
の
粗
雑
な
文
は
こ
れ
で
終
る
。
或
は
書
か
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。

会
員
消
息
（
昭
和
四
十
年
度
）

市村宏「万葉集新論」（趣溝輌筆誕犀純韻部、一五○○円）

賀
古
明
「
万
葉
集
新
論
１
万
葉
憎
意
賠
の
探
究
Ｉ
」

（蝿鮎鋤冨汎巫駄頒○円）

戸
谷
高
明
「
古
代
文
学
の
研
究
」
（
桜
楓
社
、
二
四
○
○
円
）

大
久
間
喜
一
郎
「
日
本
文
学
の
源
流
」
（
桜
楓
社
、
一
八
○
○
円
）

Ｉ


